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■ 会 長 報 告       池ノ谷 敏正君 

皆さんこんに

ちは。 

本日は大長副

幹事のご協力で、

保育園と障害児

通園施設の複合

施設「ガゼルの

森」へお邪魔しての職場訪問例会です。 

保育園と障害児通園施設の複合施設というの

は、全国的にもあまり例のない事業形態だそう

で、そういう意味でも興味深く見学させていた

だきたいと思っています。 

また、昼食もいつもの例会とは異なり、「ガゼ

ルの森」の給食をいただきました。皆さんいかが

でしたか。施設内の給食室で作られる給食を食

べられることは、現在では貴重だと思います。 

会員個々によって、保育園・幼稚園・小学校時

代の給食の思い出は全く異なったものだとは思

いますが、小さな食器で配膳される食事を見る

うちに、自分の子ども時代へ、また、自分の子ど

も達が幼かった頃にタイムスリップしたような、

とても不思議な心持ちの体験だったのではない

でしょうか。 

飲食店の中には、私の小学校時代の給食に近

いアルミの食器、先割れスプーンで揚げパンな

どの学校給食メニューを出すお店もあると聞き

ますが、お客となる方は、食事だけでなくこんな

気持ちも味わいに出かけているのか、などと思

ったりしもしました。 

ところで先週、静岡産業大学より「未来の夢計

画」の冠口座奨学金プログラムへの参加論文が

届きました。８名の学生より応募があり、奉仕プ

ロジェクト委員長を中心に、会長である私のほ

か、ロータリー財団委員長など、数名の方に皆さ

んを代表して審査をお願いすべく、読んでいた

だいている所であります。 

代表者の中からは、われわれ素人審査員だけ

で良いものかという意見もありまたので、こう

いった審査の専門外部機関の利用が可能かの模

索もしていただいている所であります。 

「ロータリークラブに期待するもの、そして

私の目指すもの」と題した論文は、それぞれの学

生の視点から、我が藤枝ロータリークラブの冠

口座をとおして現在の自分を、そして自分の未

来を真剣に考えている姿が見て取れます。 

私は未だ、すべての論文に目を通せていない

のですが、読んだ作品どれも甲乙つけがたく、作

品選考には苦戦を強いられる予感がしてなりま

せん。これは反面、充実の証でありとても嬉しい

ことでもあります。 

そして、できるだけ早く、冠口座の講師を務め

ていただきました会員はもとより、すべての会

員の皆様にも読んでいただけますようにしたい

と思っています。 

今後も奉仕プロジェクト委員長を中心に、こ

の奨学金プログラムは進めて参ります。その際、

会員の皆様にもお手伝いの声がかかる事もある

かもしれませんが、是非お力をおかしいただけ

ますようお願いいたしまして、会長報告とさせ

ていただきます。 
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■ 出 席 報 告                  

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

29／42 69.04％ 42／42 100.00％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石垣君  ○大杉君  ○落合君  ○河井君   

○仲田晃君 ○畑君 ○松田君 ○松葉隆君  

○松葉義君 ○柳原君 ○鈴木邦君 ○栗原君 

○池谷君 

(２)メークアップ者  

鈴木 透君（静岡南） 松田 真彦君（静岡南） 

畑 昇君（静岡日本平） 

■ ビ ジ タ ー                      

丸尾 氣窮雄君（島田） 倉嶋 伸康君（焼津） 

中野 強一郎君（焼津南） 谷口 正和君（焼津南） 

早川 清人君（藤枝南） 桑原 茂君（藤枝南） 

富澤 静雄君（藤枝南） 小山 明良君（藤枝南） 

伊藤 恒夫君（藤枝南） 松浦 正秋君（藤枝南） 

森竹 正晃君（藤枝南） 池ヶ谷 勇君（藤枝南） 

富澤 賢一君（藤枝南） 鈴木 寿幸君（藤枝南） 
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